
　

令
和
７
年
９
月

７
日
旭
町
小
学
校

で
、
避
難
所
体
験

訓
練
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
松
本

市
・
丸
の
内
消
防

署
・
消
防
団
第
一
分
団
と
安
原
・

城
北
・
城
東
の
3
地
区
の
自
主
防

災
部
会
が
共
催
し
ま
し
た
。

◆ 

何
が
体
験
で
き
る
？

　

一
昨
年
の
避
難
所
設
置
訓
練
、

昨
年
の
避
難
所
体
験
訓
練
を
踏
ま

え
、
今
回
は
新
た
な
体
験
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。
給
水
車
か
ら
、
実

がれきをジャッキアップして救出。すごい

一人でも命を助け出せる
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際
に
持
参
容
器
と
用
意
さ
れ
た
災

害
用
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ッ
グ
に
、
給

水
を
受
け
ま
し
た
。
体
育
館
内
で

は
、
要
救
助
者
に
の
し
か
か
る
木

材
な
ど
の
が
れ
き
を
、
バ
ー
ル
や

車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
を
使
っ
て
救

出
す
る
実
演
が
あ
り
ま
し
た
。
救

助
者
の
搬
送
の
方
法
指
導
で
は
、

す
ぐ
手
に
入
る
毛
布
な
ど
を
使
っ

て
担
架
代
わ
り
を
作
る
方
法
、
複

数
人
で
運
ぶ
や
り
方
か
ら
ひ
と
り

だ
け
で
の
方
法
が
実
演
さ
れ
ま
し

た
。
指
導
の
も
と
参
加
者
が
力
と

息
を
合
わ
せ
て
救
助
者
の
搬
送
を

体
験
し
ま
し
た
。
今
年
は
緊
急
時

の
簡
易
ト
イ
レ
の
使
用
の
体
験
に

加
え
、
組
立
式
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
作
り
も
行
い
ま
し
た
。「
意
外
に

丈
夫
で
安
定
し
て
い
る
」
こ

と
が
体
験
で
き
ま
し
た
。「
昨

年
は
新
年
一
日
に
能
登
の
地

震
が
あ
っ
た
か
ら
、
色
ん
な

備
蓄
物
資
が
少
な
く
な
っ
て

い
た
」
と
毎
年
参
加
さ
れ
て

い
る
方
が
話
し
ま
し
た
。
災

害
は
時
を
選
ば
ず
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
災
害
発
生
時
の
安

原
地
域
の
道
路
の
渋
滞
や
閉

塞
な
ど
救
急
車
両
の
移
動
が

限
定
さ
れ
る
想
定
が
紹
介
さ

れ
、
災
害
時
の
自
助
・
共
助
・

公
助
の
重
要
性
、
自
主
防
災

組
織
の
活
動
、
今
回
の
避
難

や
救
助
の
協
力
体
制
の
必
要

性
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

搬
送
や
救
助
の
際
の
安
全
確
認
と

管
理
、
大
声
で
の
声
が
け
も
、
被

災
時
の
現
場
で
は
必
要
で
あ
る
と

知
り
ま
し
た
。

◆ 
町
会
の
指
定
避
難
所
は

　

安
原
地
区
の
各
町
会
は
次
の
よ

う
に
指
定
避
難
所
が
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
旭
町
小
学
校
は
新
町
・

袋
町
・
安
原
町
・
両
下
町
・
旭
町

の
各
町
会
が
、
信
大
附
属
小
は
元

原
町
会
、
信
大
附
属
中
に
天
白
三・

萩
町・（
城
北
の
同
心
口
張
）
町
会
、

信
州
大
学
に
は
中
原
町
会
が
振
り

分
け
ら
れ
、
指
定
避
難
所
ご
と
に

訓
練
が
計
画
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
、
避
難
所
の
受
付
に
提
出

す
る
情
報
と
し
て
「
避
難
所
避
難

者
」
ま
た
は
「
在
宅
避
難
者
」
の

項
目
を
選
択
し
、
住
所
氏
名
と
共

に
記
載
し
ま
し
た
。
被
災
者
の
全

員
が
避
難
所
で
生
活
す
る
こ
と
は

難
し
い
で
し
ょ
う
。
在
宅
避
難
者

で
も
支
援
を
受
け
ら
れ
る
情
報
の

共
有
が
必
要
で
す
。
自
分
た
ち
で

何
が
で
き
る
か
、
自
分
に
は
何
が

必
要
か
、
平
穏
な
日
々
の
中
で
は

気
付
け
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
災
害
に
備
え
る
こ
と
、
避

難
所
と
な
る
場
所
で
訓
練
を
体
験

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要
な
一

歩
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　「
春
早
く
咲
く
ア
ネ
モ
ネ
」

　
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　

ア
ネ
モ
ネ
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ・

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
や
水
仙
と
共

に
春
の
花
壇
や
プ
ラ
ン
タ
ー
を
演

出
し
ま
す
。
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
ア
ネ

モ
ネ
属
の
多
年
草
で
、
原
産
地
は

地
中
海
沿
岸
地
域
で
す
。

　

野
生
種
か
ら
選
別
を
重
ね
、
品

種
改
良
が
進
み
、
親
し
み
の
あ
る

花
が
誕
生
し
ま
し
た
。
球
根
は
秋

に
植
え
付
け
ま
す
。
発
芽
率
を
上

げ
る
た
め
に
植
え
付
け
は
気
温
が

15
度
以
下
に
な
っ
て
か
ら
に
し
て

く
だ
さ
い
。
丸
み
の
あ
る
錐
形
の

良
く
乾
い
た
球
根
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
酸
性
土
壌
を
嫌
う
た
め
、
植

え
付
け
前
に
苦
土
石
灰
か
石
灰
を

撒
き
中
和
す
る
事
が
大
切
で
す
。

錐
形
の
尖
っ
た
方
を
下
に
し
て
３

cm
程
砂
交
じ
り
の
用
土
で
覆
い
ま

す
。
風
通
し
の
良
い
場
所
を
選
ん

で
植
え
て
く
だ
さ
い
。
窒
素
肥
料

が
多
い
と
葉
が
茂
り
風
通
し
が
悪

く
な
り
、
花
は
期
待
で
き
ず
病
害

虫
発
生
の
要
因
と
な
り
ま
す
。
カ

リ
・
リ
ン
酸
肥
料
は
他
の
花
よ
り

多
め
に
与
え
る
と
よ
い
で
す
。

　

尚
、
ア
ネ
モ
ネ
の
花
び
ら
に
見

え
る
部
分
は
実
は
ガ
ク
で
、
花
び

ら
の
無
い
珍
し
い
植
物
で
す
。

春を感じるアネモネ

避難所体験訓練に参加して
～新しい避難訓練は 3 年目に～
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令
和
７
年
12
月
14
日
（
日
）、
信

大
附
属
松
本
小
学
校
で
、
発
災
初

日
を
想
定
し
た
実
動
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
元
原
町
会
の
避
難
訓

練
は
コ
ロ
ナ
禍
で
数
年
中
断
、
そ

の
後
再
開
さ
れ
、
指
定
避
難
所
で

あ
る
信
大
附
属
松
本
小
学
校
で
の

本
格
的
な
実
動
訓
練
は
、
３
回
目

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
元
原
町
会
を
中
心
に
、

信
州
大
学
教
育
学
部
防
災
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
災
害
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
防
災
士
会
、
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
検
討
委
員
そ
し
て
信
大
附
属

松
本
小
学
校
５
年
西
組
が
参
加

し
、
複
数
組
織
に
よ
る
多
角
的
な

視
点
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

　

12
月
25
日
、
安
原
地
区
人
権
啓

発
推
進
バ
ス
視
察
で
駒
ヶ
根
市
登

戸
研
究
所
平
和
資
料
館
と
伊
那
市

創
造
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

登
戸
研
究
所
と
は
旧
陸
軍
の
秘

密
機
関
で
、

化
学
兵
器
・

に
せ
札
・

風
船
爆
弾

な
ど
の
研

究
を
行
っ

て
お
り
、

太
平
洋
戦

争
末
期
に

駒
ヶ
根
市

元
原
町
会
避
難
所
開
設
と
避
難
者
受
入
れ
の

初
動
訓
練
の
実
施 

～
様
々
な
視
点
か
ら
学
ぶ
～

れ
の
立
場
か
ら
発
災
時
に
想
定
さ

れ
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
そ
の
対
応

に
つ
い
て
、
実
働
を
通
し
て
学
び

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
元
原
町
会
が
発
災
１

日
目
を
想
定
し
た
訓
練
で
し
た
。

こ
れ
と
並
行
し
、
外
部
組
織
６
団

体
は
発
災
３
日
目
を
想
定
し
た

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
避
難
所
の
ニ
ー
ズ

を
多
角
的
に
捉
え
、
避
難
者
を
尊

重
し
た
ス
ペ
ー
ス
や
物
品
の
確

保
、
動
線
や
掲
示
の
確
認
な
ど
、

初
動
時
の
立
ち
上
げ
に
必
要
な
事

項
の
確
認
か
ら
、
さ
ら
に
フ
ェ
ー

ズ
を
上
げ
て
、
避
難
所
の
環
境
を

整
え
る
訓
練
が
で
き
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
多
様
性
対

応
、
女
性
専
用
、
認
知
症
あ
る
い

は
自
閉
症
な
ど
の
特
性
対
応
、
子

ど
も
支
援
な
ど
、
様
々
な
状
況
を

想
定
し
た
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ

れ
、
よ
ろ
ず
相
談
所
や
避
難
者
自

身
に
よ
る
必
要
物
品
書
き
出
し

ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
、
自
分
が
被

災
者
で
あ
っ
た
ら
何
が
必
要
な
の

か
を
よ
り
追
求
し
た
も
の
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
同
時
開
催
と
な
っ
た

信
大
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
芝
生
広
場

で
の
、
信
州
型
避
難
所
シ
ス
テ

ム
・
松
本
実
働
訓
練
の
様
子
も
見

学
し
、
い
わ
ゆ
る
イ
タ
リ
ア
式
避

難
所
に
寄
せ
た
避
難
所
の
実
態
を

体
験
で
き
ま
し
た
。
発
災
３
日
目

を
想
定
し
た
こ
こ
で
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
避
難
者
が
安
全
に
安
心
し

て
生
活
で
き
る
避
難
所
」
と
の
こ

と
で
、
温
か
い
食
事
、
一
般
お
よ

び
障
害
者
用
ト
イ
レ
と
シ
ャ
ワ
ー

の
整
備
、
な
ら
び
に
様
々
な
事
情

を
抱
え
る
避
難
者
対
応
の
た
め

の
シ
ェ
ル
タ
ー
、
そ
し
て
医
療
・

福
祉
の
連
携
と
活
動
拠
点
の
設

置
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
な
ど
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り

を
尊
重
し
た
現
場
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

見
学
者
に
も
温
か
い
食
事
の
試

食
会
が
あ
り
、
特
に
冬
季
の
災
害

で
は
、
温
か
い
食
事
が
不
安
を
軽

減
す
る
大
事
な
要
素
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
D
M
A
T
（
災

に
疎
開
し
た
と
の
こ
と
。
平
和
資

料
館
で
は
、
当
時
の
実
験
器
具
や

文
書
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
登
戸
研
究
所
調
査
研
究
会
の

松
久
氏
は
「
戦
争
の
実
態
を
皆
が

知
り
、
考
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
の
材
料
を
提
供
し
て
い
る
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
那
市
創
造
館
で
は
陸
軍
伊
那

飛
行
場
の
調
査
記
録
、
配
備
さ
れ

て
い
た
旧
陸
軍
航
空
機
の
模
型
の

他
、「
あ
る
一
家
の
十
五
年
戦
争
」

と
し
て
戦
地
に
赴
い
た
若
者
の
家

族
宛
の
手
紙
・
日
記
・
写
真
や
持

ち
物
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
生
々
し

い
当
時
の
出
来
事
や
品
々
に
思
い

を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ど
う
し
て
戦
争
が
起
き
た
の

か
。
ど
う
す
れ
ば
戦
争
を
防
げ

る
の
か
。
私
た
ち
は
戦
争
の
あ
っ

た
時
代
を

学
び
、
将

来
を
考
え

る
こ
と
が

で
き
ま

す
。
果
た

し
て
私
た

ち
は
何
が

で
き
る
の

で
し
ょ
う

か
…
。

旧
陸
軍
の
秘
密
研
究
・
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
家
族
の
記
憶
　
長
野
県
内
の
戦
争
遺
構
を
探
る
旅

子ども専用スペースを子どもが作る

ドーム型シェルターと内部

伊那市創造館の展示は期間限定
（常設展を検討中）

実験器具「石井式ろ過筒」の説明

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
と
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
（
災
害
福
祉
専
門
チ
ー
ム
）
の

活
動
拠
点
が
避
難
所
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
被

災
者
を
救
う
重
要
な
仕
組
み
で
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
の
ま
と
め
と
し

て
、
信
州
大
学
教
育
学
部
防
災
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
神
田
先
生

よ
り
、
避
難
所
開
設
初
動
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
が
第
２
版
と
な
り
、
訓
練

す
る
た
び
に
内
容
が
深
ま
っ
て
い

る
。
災
害
訓
練
に
正
解
は
な
く
、

最
も
重
要
な
「
命
を
守
る
」
こ
と

を
軸
に
、
さ
ら
な
る
訓
練
の
継
続

が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
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